
１イニング中の出塁数の期待値の計算の仕方 
 
（前提） 
ｐを出塁確率とする． 
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（計算の方針） 

[ ]=XrE ( )の期待値１イニング中の出数塁r が計算できたとしよう．これを，確率母関数と呼び，

ｒの関数として ( )rG とかこう． 
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rに１を代入すると， ( ) [ ] [ ]XEXEG X =⋅=′ −111 ．つまり，確率母関数をｒについて１回微

分すると期待値（ここでは，１イニングの出塁数の期待値）が計算できる． 
（確率母関数を計算する） 
１イニングあたりの出塁数に関する確率をすべて合計すれば，全ての事象の確率合計は必
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式は，ｐが出塁確率だけではなく，もっと一般的な数でも当てはまるので，ｐのかわりに
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（１イニング中の出塁数の期待値の計算） 
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